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脱原発を訴えパ レー ドする市民ら=四国市市諏訪栄町の

諏訪公園で

故
が
起
き
た
平
成
二
十
三
年
か

ら
毎
年
九
月
に
開
催
。
原
子
力

規
制
委
員
会
が
先
般
、
九
州
電

力
川
内
原
発
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全
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策
を
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受
け
て
、
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発
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掲
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。
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「
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も
を
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な
ど
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プ
レ
ヒ
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を
上
げ
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商
店
街
を
行

進
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パ
レ
ー
ド
に
先
駆
け
た
集

会
で
は
、
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八
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ー
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し
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島
大
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へ
の
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は
原
発
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ロ
だ
と
思
う
。
四

日
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で
も
声
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上
げ

て
い
こ

う
」
と
原
発
再
稼
働
反
対

へ
の

賛
同
を
呼
び
掛
け
た
。

著者と参11
今回は少しメールで呼びかけて、

4人の教え子たちと参力日しました。

何回か参力日している青年と今回全

くこんなデモが初めての青年もい

ます。大学時代はこんなことは禁

止されていたといいます。(今の時

代に?1)も う一人の彼は、今就

活中、デモの前の時間帯でいろい

ろ今の政治の話をしました。

(右から二人目はよびかけ人代表の熊沢誠さん)

今年の集会のスピーチはとても内容が良くて聞き入つてしまいました。福島

に住む熊沢透さんの決意と覚悟、福島に住み続けるという意味は心打つスピー

チでした。この日の成功のために連日の駅頭でのビラまき・街宣。今年は私も

少ししゃべらせて頂きました。そこでも教え子のお姉さんが声を掛けてくれ久

しぶりの再会を喜び合えて、なつかしかつたのです。
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